
が下がったものだと考えられる．
データ量によって RNN と LSTM どちらのモデル
を用いるか，層数の設定は変える必要があることがわ
かった．ニューロン数については，125個がほとんど
の結果において高い精度を示していた．しかし，異な
るニューロン数の結果と比べて大きく精度が高くなっ
ているとはいえない．今後は，用いた電力使用量の
データ量より長期のデータを用いて実験を行い，これ
が適切なニューロン数であるか検討する必要がある．
結果より，データ量が非常に多くなるほど LSTM

が予測に向いており，反対にデータ量の少ない場合
は RNNの方が予測に向いている傾向があることがわ
かった．用いるデータの量に合わせて適切なモデル
とそのモデル構造を選択することで，より精度の高
い電力使用量の予測の実現に繋がる．また，異常値
区間については，精度が低くなっていたため，電力使
用量以外の他要因を用いる必要があると考えられる．
そうすることにより，天気や降水量など，電力使用量
の変化に影響する他要因からも予測が行えるように
なるため，集合型のマルチモーダル入力による学習を
行う必要がある．集合型のマルチモーダル学習とは，
電力使用量のみから電力使用量の予測を行うモデル
と，天気から電力使用量の予測を行うモデルや降水量
から電力使用量の予測を行うモデルをそれぞれ作り，
それらの予測結果の多数決をとる手法である．ここ
でいう予測結果は，前の時刻から次の時刻にかけて
の電力使用量の変化量を予測することを表す．このよ
うに予測することで急激に電力使用量が変化する時
刻を予測できるようになると考えられる．

5. おわりに

本研究では，発電所の稼働状態を調整することや適
切な化石燃料の調達のための電力使用量の予測を行っ
た．予測結果は RMSEや分散を用いて精度を評価し
た．RNNや LSTMを用いた予測では，時間ごと，日
ごと，週ごとについてそれぞれ適切なモデルが存在
し，電力使用量のトレンドを予測することができるよ
うになった．今後は全区間においてより精度の高い精
度を追求していく．また，異常値区間の予測精度につ
いては，全区間の予測精度に比べて低くなっていた．
異常値は，天気や降水量，気温などの要因から起こる
可能性が高い．今回の実験では，電力使用量のみの単
入力で予測をしたため，異常値の予測には対応でき
ていなかったと考えられる．
今後の課題は，電力使用量の単入力での予測精度
の向上を図ることである．また，電力使用量のみを入

力データとして扱うのではなく，天気や降水量などの
他要因もマルチモーダルな入力として扱う深層学習
モデルを構築することである．これにより，電力使用
量のトレンドのみではなく，他要因により現れる異常
値についても詳細な予測ができるようになる．
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